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履歴書 
 
名前… 松本健一 
現職… 東洋大学経済学部 准教授（総合政策学科） 

海洋研究開発機構 招聘主任研究員 
長崎大学 客員准教授 
早稲田大学環境経済・経営研究所 招聘研究員 
ESCP Europe ビジネススクール（英国） 国際研究員 

住所… 〒112-8606 東京都文京区白山 5-28-20 
電話/Fax… 03-3945-7337 
Email… kenichimatsu [at] gmail.com / matsumoto1005 [at] toyo.jp  
生年月日… 1982 年 3 月 13 日 
出身地... 兵庫県 
性別… 男 
 
 
学歴...  
・ 関西学院大学総合政策学部（2000 年 4 月～2003 年 3 月、退学）・指導教員：久野武 
・ 早稲田大学大学院情報生産システム研究科情報生産システム工学専攻（2003 年 4 月～2004 年 3

月、早期修了）・指導教員：石野福弥 
・ 関西学院大学大学院総合政策研究科総合政策専攻（2004 年 4 月～2007 年 3 月）・指導教員：福田

豊生 
 
 
学位...  
・ 博士（総合政策）（関西学院大学） 
・ 修士（工学）（早稲田大学） 
 
 
職歴...  
・ 日本学術振興会特別研究員 DC2（2006 年 4 月～2007 年 3 月） 
・ 日本学術振興会特別研究員 PD（2007 年 4 月～2008 年 3 月） 
・ 関西学院大学総合政策学部受託研究員（2007 年 4 月～2008 年 3 月） 
・ 国立環境研究所地球環境研究センター特別研究員（2008 年 4 月～2011 年 3 月） 
・ 滋賀県立大学環境科学部助教（2011 年 4 月～2016 年 3 月） 
・ 長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科（環境科学部担当）准教授（2016 年 4 月～2021 年 3

月） 2019 年 4 月より総合生産科学域に配置転換（水産・環境科学総合研究科、環境科学部担当） 
・ 東洋大学経済学部准教授（2021 年 4 月～） 

 
・ ロンドンメトロポリタン大学客員研究員（2011 年 2 月～2013 年 8 月） 
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・ ABM analytics Senior Research Associate (2011 年 10 月～2014 年 12 月) 
・ ESCP Europe ビジネススクール国際研究員（2014 年 9 月～） 
・ 海洋研究開発機構招聘主任研究員（気候変動リスク情報創生プロジェクトチーム：2016年4月～、

気候モデル高度化研究プロジェクトチーム：2017 年 7 月～） 
・ 早稲田大学環境経済・経営研究所招聘研究員（2018 年 4 月～） 
・ 長崎大学客員准教授（2021 年 4 月～） 
 
 
インターンシップ… 
・ NTT コミュニケーション科学基礎研究所知能情報研究部創発学習研究グループ（2003 年 7～8

月）・指導担当者：斉藤和巳・上田修功 
 
 
獲得研究費等（太字は現在進行中）… 
＜科学研究費補助金＞ 
・ 科学研究費補助金特別研究員奨励費 06J04652／マルチエージェントモデルを用いた温室効果ガ

ス排出権取引と炭素税の政策評価／研究代表者（2006 年 4 月～2008 年 3 月） 
・ 科学研究費補助金若手研究 B (24710046)／エージェントベースモデルによる統合的なエネルギー

需給・資源の将来シミュレーション／研究代表者（2012 年 4 月～2015 年 3 月） 
・ 科学研究費補助金基盤研究 A (25241030)／東アジアの持続可能な発展のためのエネルギー・環境

財政のグリーン改革／研究分担者（2013 年 4 月～2016 年 3 月・2014 年 4 月より参画） 
・ 科学研究費補助金若手研究 B (15K16161)／応用一般均衡モデルを基礎とした気候変動・エネルギ

ー問題の安全保障の観点からの評価／研究代表者（2015 年 4 月～2018 年 3 月） 
・ 科学研究費補助金基盤研究 C (15K00669)／クリーン開発メカニズムの経験に基づく国際協力に

よる温暖化対策の環境経済影響評価／研究分担者（2015 年 4 月～2018 年 3 月） 
・ 科学研究費補助金基盤研究 A (16H01799)／東アジアの持続可能な未来に向けたエネルギー、資源、

土地利用の大転換と制度改革／研究分担者（2016 年 4 月～2020 年 3 月） 
・ 科学研究費補助金基盤研究 C(18K11754)／社会経済・気候システムの相互作用を考慮した多様な

気候変動シナリオの評価／研究代表者（2018 年 4 月～2021 年 3 月） 
・ 科学研究費補助金基盤研究C(18K11800)／東北アジアにおける温暖化対策と国際協力による環境

経済影響評価分析／研究分担者（2018 年 4 月～2022 年 3 月） 
・ 科学研究費補助金基盤研究 B (19H04340)／森林開発がもたらす新たな貧困リスク：インドネシア

における持続可能な森林政策／研究分担者（2019 年 4 月～2022 年 3 月） 
・ 科学研究費補助金基盤研究 C(19K12467)／持続可能な開発目標達成のための科学・政策インター

フェースの構築：森林分野を事例に／研究分担者（2019 年 4 月～2022 年 3 月） 
・ 科学研究費補助金基盤研究 B (21H03673)／日本の長時間労働の是正を通じた持続可能性と平等

性に関する研究／研究分担者（2021 年 4 月～2024 年 3 月） 
・ 科学研究費補助金基盤研究 B (21H03673)／原子力リスク分析に基づいた東アジアの原発安全協

働体制構築／研究分担者（2021 年 4 月～2024 年 3 月） 
・ 科学研究費補助金国際共同研究加速基金（国際共同研究強化 B）(21KK0187)／ナイジェリアとガ
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ーナの都市と農村における屋内外の PM2.5 の動態と健康・社会影響／研究分担者（2021 年 11
月～2026 年 3 月） 

・  
 
＜政府機関＞ 
・ 文部科学省気候変動リスク情報創生プログラム／安定化目標値設定に資する気候変動予測／研

究分担者（2012 年 9 月～2017 年 3 月） 
・ 環境省環境研究総合推進費戦略研究プロジェクト S14／テーマ 5 サブテーマ 5 気候変動に対する

効果的な緩和と適応の実施に資するガバナンスと資金メカニズムに関する研究／研究協力者

（2015 年 6 月～2020 年 3 月） 
・ 文部科学省気候モデル高度化研究プロジェクト／炭素循環・気候感度・ティッピング・エレメン

ト等の解明／研究分担者（2017 年 6 月～2022 年 3 月） 
・ 生物系特定産業技術研究支援センター ムーンショット型農林水産研究開発事業／フードチェー

ン全体を通じた食品ロス低減とそれに伴う環境負荷削減に関する研究／研究分担者（2021 年～） 
 
＜地方自治体＞ 
・ 野洲市環境基本計画見直しにかかる共同研究事業／研究分担者（2011 年 9 月～2012 年 9 月） 
・ 平成 25 年度ヨシ群落保全創造業務／研究分担者（2013 年 6 月～2014 年 3 月） 
 
＜研究機関＞ 
・ 国立環境研究所地球環境研究センター／国際研究計画・機関情報（情報源情報データベース）の

再構築／研究分担者（2006 年 8 月～2007 年 2 月） 
・ 国立環境研究所地球環境研究センター／国際研究計画・機関情報（情報源情報データベース）の

再構築／研究分担者（2007 年 8 月～2008 年 2 月） 
・ 海洋研究開発機構／経済モデルによる気候安定化目標に向けた社会経済シナリオの構築／研究

代表者（2012 年 4 月～2016 年 3 月） 
・ 総合地球環境学研究所インキュベーション研究／伝統知と現代科学を組み合わせた地球環境問

題対応策の提言：地域および全球スケールでの試み／研究分担者（2013 年 5 月～2014 年 3 月） 
・ 長崎大学研究推進支援経費／企業の環境行動・ESG と経営パフォーマンスの関係：EU 企業を      

対象とした計量経済分析／研究代表者（2018 年 8 月～2019 年 3 月） 
・ 長崎大学研究推進支援経費／再生可能エネルギー導入による電力市場への影響：欧州市場を対象

とした経済学的分析／研究代表者（2019 年 8 月～2020 年 3 月） 
 
＜企業等＞ 
・ 地球温暖化予測モデルを用いた SSPS の温暖化抑止効果の検討（三菱総合研究所）／研究分担者

（2004 年 10 月～2005 年 3 月） 
・ 環境省・新循環型社会形成推進基本計画の参考事例集作成（三菱UFJ リサーチ&コンサルティン

グ）／研究代表者（2008 年 1 月～3 月） 
・ 住友財団環境研究助成／西アフリカでの多地点観測による PM2.5 の健康・社会経済影響に関す

る学際研究／研究分担者（2020 年 11 月～2022 年 11 月） 
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＜海外＞ 
・ AVOID Programme, UK (2009～2012 年) 
 
 
受賞歴… 
・ 滋賀県立大学特別表彰（2014 年 6 月） 
・ 滋賀県立大学特別表彰（2015 年 6 月） 

・ Letter of Gratitude: National Center of Science and Technology Evaluation, Kazakhstan for peer-review of 
scientific research proposals (2016 年 9 月) 

・ Best Poster Award: 11th Conference on Sustainable Development of Energy, Water and Environment 
Systems (2016 年 9 月)  

・ 環境科学会奨励賞（2018 年 9 月） 
・ 環境経済・政策学会奨励賞（2019 年 9 月） 
・ 環境科学会 2020 年会優秀発表賞（最優秀賞・筆頭：松村悠子）（2020 年 10 月） 
・ 環境科学会 2020 年度優秀研究企画賞・富士電機賞（2021 年 9 月） 
 
 
専門分野…  
 環境経済学、エネルギー経済学、環境・エネルギー政策、環境・エネルギーシステム、持続可能

な発展 
 
 
研究キーワード…  
 気候変動問題・政策、エネルギー、地球環境問題、応用一般均衡モデル、計量経済モデル、エー

ジェントベースモデル、エネルギー安全保障 
 
 
所属学会...  
＜現在＞ 
・ 環境政策・経済学会 
・ エネルギー・資源学会 
・ 環境科学会 
・ International Association for Energy Economics 
 
＜過去＞ 

・ 日本エネルギー学会 

・ プロジェクトマネジメント学会 

・ International Centre for Sustainable Development of Energy, Water and Environment Systems 
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学外委員会… 
・ 高島市環境審議会副会長（2012 年 6 月～2016 年 5 月） 
・ 高島市環境センター管理運営委員会委員（2014 年 12 月～2016 年 5 月） 
・ 高島市環境センター在り方検討委員会委員（2015 年 5 月～12 月） 
・ 壱岐市水素・再生可能エネルギー導入ビジョン策定検討委員会委員（2018 年 11 月～2019 年 3 月） 
・ 壱岐市エネルギー構造高度化・転換理解促進事業有識者助言委員会副委員長（2019 年 11 月～2020

年 3 月、2020 年 10 月～2021 年 3 月、2021 年 8 月～2022 年 3 月） 
 
 
学術誌編集委員… 
・ 環境科学会誌（2015 年 9 月～2021 年 2 月） 
・ 土木学会環境システム委員会（2015 年 4 月～2021 年 3 月） 
・ Global Security (Taylor & Francis, 2015 年 12 月～)  
・ Euro-Asian Journal of Sustainable Development Policy (PromitheasNet, 2016 年～) 
・ ゲスト編集委員：Energies, Sustainability Science, Frontiers in Sustainable Cities 
 
 
査読歴…  
・ African Journal of Agricultural Research 
・ African Journal of Business Management 
・ Annual Conference of Global Economic Analysis 
・ Applied Economics 
・ Applied Energy 
・ Atmospheric Pollution Research 
・ Carbon Balance and Management 
・ Climate Policy 
・ Climatic Change 
・ Computers & Operations Research 
・ Economic Analysis and Policy 
・ Economics of Disasters and Climate Change 
・ Ecological Modelling 
・ Energies 
・ Energy Economics 
・ Energy Journal 
・ Energy Policy 
・ Environmental Research Letters 
・ Energy Strategy Reviews 
・ Environmental Economics and Policy Studies 
・ Fudan Journal of the Humanities and Social Sciences 
・ Global Security 
・ Heliyon 
・ International Journal on Green Energy 
・ International Journal of Financial Engineering and Risk 

Management 
・ International Journal of Women's Health 
・ Johnson Matthey Technology Review 

・ Journal of Cleaner Production 
・ Journal of Contemporary African Studies 
・ Journal of Energy Engineering 
・ Journal of Energy Markets 
・ Journal of Environmental Management 
・ Journal of Environmental Planning and Management 
・ Journal of Global Environmental Research 
・ Journal of Sustainable Development of Energy, Water 

and Environment Systems 
・ Journal of the Japanese and International Economies 
・ Mitigation and Adaptation Strategies for Global Change 
・ Natural Resources Research 
・ Nature Communications 
・ Nature Energy 
・ Renewable and Sustainable Energy Reviews 
・ Resources, Conservation & Recycling 
・ Simulation Modelling Practice and Theory 
・ Solar 
・ Structural Change and Economic Dynamics 
・ Sustainable Energy Technologies and Assessments 
・ Sustainability Science 
・ Technological Forecasting and Social Change 
・ 土木学会誌 
・ 環境科学会誌 
・ 地球環境研究論文集 
・ システム農学 
・ 環境情報科学学術研究論文集 
・ エネルギー・資源学会論文誌 
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その他学術的活動…  
・ Scientific Advisory Board of Dubrovnik Conference on Sustainable Development of Energy, Water and 

Environment Systems (2009 年～2018 年) 
・ External Referee of Academic Promotion Panel, London Metropolitan University (2013 年) 

・ Program Technical Committee of 3rd ScienceOne International Conference on Environmental Sciences 
(2013 年) 

・ Scientific Advisory Board of South East European Conference on Sustainable Development of Energy, 
Water and Environment Systems (2013 年～2018 年) 

・ 土木学会環境システム委員会委員（2015 年 4 月～2021 年 3 月） 
・ 土木学会環境システム委員会論文編集小委員会委員（2015 年 4 月～2021 年 3 月） 
・ Scientific Committee of International Scientific Conference on Energy and Climate Change (2015 年～) 
・ Scientific Advisory Board of Latin American SDEWES Conference on Sustainable Development of Energy, 

Water and Environment Systems (2017 年 7 月～2018 年) 
・ Scientific Committee of 3rd HAEE International Conference (2017 年 9 月～2018 年) 
・ 環境科学会幹事（編集担当：2019 年 3 月～2021 年 2 月：年会担当：2021 年 3 月～2023 年 2 月） 
・ 博士論文外部審査委員（Mr. Abdelrahman Azzuni; LUT University, Finland; 2020 年） 
 
 
その他活動…  
・ 国立環境研究所 AIM トレーニングワークショップ CGE モデル講師（2008 年 8 月・2009 年 8 月） 

・ Expert Reviewer for Research Fund of National Center of Science and Technology Evaluation, Ministry of 
Education and Science, Republic of Kazakhstan (2011 年～) 

・ Reviewer of Mid-term Evaluation of DECC’s Avoiding Dangerous Climate Change (AVOID) Programme 
(2012 年) 

・ 気候変動リスク情報創生プログラムテーマ B「安定化目標値設定に資する気候変動予測」運営委

員会委員（2012 年～2017 年 3 月） 
・ 東アジア環境政策研究会 E3 モデリング講習会 CGE モデル講師（2013 年 8 月 29～30 日、9 コマ） 
 
 
担当講義（学年・担当年度）…  
＜学部＞ 
・ エネルギー経済学 A・B（2・2021 年度～） 
・ エネルギー経済学 A・B（イブニングコース 2・2021 年度～） 
・ 総合政策ワークショップ（2・2021 年度～、分担） 
・ 現代経済入門 I（イブニングコース 1・2021 年度～、分担） 
・ ゼミナール IA・B（1・2021 年度～） 
・ ゼミナール IIA・B（2・2021 年度～） 
・ ゼミナール IIIA・B（3・2021 年度～） 
・ 政策提言 I（3・2021 年度～） 
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＜大学院＞ 
・ 環境経済学（修士・2021 年度～） 
 
 
［過年度］ 
【長崎大学：学部】 
・ 地域の環境を考える（環境と社会の共生 II）（1・2016

年度, 分担） 
・ 環境・資源経済学（3・2016～2018 年度） 
・ 国際環境エキスパートセミナー（2016～2018 年度，

分担） 
・ Introduction to Environmental Science（1・2016～2020

年度，分担） 
・ 環境政策基礎演習AまたはB（2・2016～2020年度） 

・ 環境政策学 II（3・2017 年度，分担） 
・ 経済学概論（2・2017～2020 年度，分担） 
・ 環境政策を考える（2・2017～2020 年度，分担） 
・ 環境政策演習 A・B（3・2016～2020 年度） 
・ 初年次セミナー（1・2017・2020 年度） 
・ 環境政策特別研究（4・2017～2020 年度） 
・ 環境経済学 I（1・2018～2020 年度） 

 
【長崎大学：大学院】 
・ 学際先進演習 I（修士・2016 年度） 
・ 環境経済政策学特講（修士・2017～2020 年度, 分

担；2016 年度は環境経済学特講） 
・ 環境経済学基礎特講 II（修士・2017～2020 年度） 
・ 環境経済学応用特講 II（修士・2017～2020 年度） 

・ 特別演習、特別研究 I、特別研究 II（修士・2018～
2020 年度） 

・ 環境資源経済学特論（博士・2016～2020 年度） 
・ 博士課程特別講義（博士・2017 年度） 
・ 学外実習（博士・2019～2020 年度） 

 
【滋賀県立大学：学部】 
・ 応用統計学 I（2・2011～2015 年度） 
・ 環境情報演習（2・2011～2015 年度） 
・ 地球環境システム論（2・2011～2015 年度） 
・ 環境フィールドワーク II（2・2015 年度） 
・ 人間探求学（1・2011～2015 年度） 
・ 政策形成・施設演習（1・2011～2015 年度） 

・ 政策計画基礎演習 I-II（2・2013～2015 年度） 
・ 政策計画演習 I-IV（3-4・2011～2015 年度） 
・ 卒業研究（4・2011～2015 年度） 
・ 社会調査実習（3・2011～2014 年度） 
・ 環境フィールドワーク I（1・2011～2014 年度） 

 
【滋賀県立大学：大学院】 
・ 環境政策形成過程論（修士・2011～2015 年度） 
・ 環境計画学特別演習 III・IV（修士） 

・ 環境計画学特別研究 I・II（修士） 

 
【非常勤講師】 
・ 環境・エネルギー・経済論（神戸大学海事科学部, 

2014～2020 年度） 
・ 政策計画演習 III・IV（滋賀県立大学環境科学部, 

2016 年度） 
・ 卒業研究（滋賀県立大学環境科学部, 2016 年度） 

 
 
その他…  
・ 兵庫県立三田祥雲館高等学校特別非常勤講師（2005 年 10 月） 
・ 普通救命講習Ⅱ講師（2012 年 1 月 25 日） 
・ 普通救命講習Ⅰ講師（2012 年 12 月 17 日、2014 年 1 月 9 日、2015 年 2 月 5 日） 
 
 
その他ウェブサイト等のプロフィール… 
・ Profile@Researchmap (Japanese/English) 
・ Profile@RCEM, ESCP Europe 
・ Profile@ResearchGate 
  

https://researchmap.jp/read0132509/
http://www.rcem.eu/about/experts.aspx
https://www.researchgate.net/profile/Kenichi_Matsumoto
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14(20), 6600 [doi.org/10.3390/en14206600]. 
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4. Matsumoto, K. and Chen, Y. (2021) Industrial Eco-efficiency and its Determinants in China: A Two-stage 
Approach. Ecological Indicators 130, 108072 [doi.org/10.1016/j.ecolind.2021.108072]. 

5. Ito, Y., Matsumoto, K., Usup, A., and Yamamoto, Y. (2021) A Sustainable Way of Agricultural Livelihood: 
Edible Bird’s Nests in Indonesia. Ecosystem Health and Sustainability 7, 1960200 
[doi.org/10.1080/20964129.2021.1960200]. 

6. Morita, K. and Matsumoto, K. (2021) Governance Challenges for Implementing Nature-based Solutions in 
the Asian Region. Politics and Governance 9(4), 102-113 [doi.org/10.17645/pag.v9i4.4420]. 

7. Matsumoto, K., Nakamine, Y., Eom, S., and Kato, H. (2021) Demographic, social, economic, and regional 
factors affecting the diffusion of hybrid electric vehicles in Japan. Energies 14(8), 2130 
[doi.org/10.3390/en14082130]. 

8. Tachiiri, K. Su, X., Matsumoto, K. (2021) Identifying Key Processes and Sectors in the Interaction between 
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Earth and Planetary Science 8, 24 [doi.org/10.1186/s40645-021-00418-7]. 

9. Keeley, A., Matsumoto, K., Tanaka, K. Sugiawan, Y., and Managi, S. (2020) The Impact of Renewable 
Energy Generation on the Spot Market Price in Germany: Ex-post Analysis Using Boosting Method. The 
Energy Journal 41(SI1), 119-139 [doi.org/10.5547/01956574.41.SI1.akee]. 

10. Najm, S. and Matsumoto, K.* (2020) Does Renewable Energy Substitute LNG International Trade in the 
Energy Transition? Energy Economics 92, 104964 [doi.org/10.1016/j.eneco.2020.104964]. 

11. Ren, L. and Matsumoto, K.* (2020) Effects of Socioeconomic and Natural Factors on Air Pollution in 
China: A Spatial Panel Data Analysis. Science of the Total Environment 740, 140155 
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Evidence from Flood Mitigation in China. Science of the Total Environment 735, 138410 
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15. Shiraki, H., Matsumoto, K., Shigetomi, Y., Ehara, T., Ochi, Y., and Ogawa, Y. (2020) Factors Affecting CO2 
Emissions from Private Automobiles in Japan: The Impact of Vehicle Occupancy. Applied Energy 259, 
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[doi.org/10.1007/s11625-018-0650-6]. 
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Scenarios Considering Climate Uncertainties. Applied Energy 243, 119-131 
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Adaptation and Biodiversity Co-benefits: Lessons from the Global Environment Facility. AGRIVITA Journal 
of Agricultural Science 40(1), 118-130 [doi.org/10.17503/agrivita.v40i0.1729]. 
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in Wind and Solar Energy in Developing Economies: Review and Expert Opinions. Journal of Cleaner 
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346-356 [doi.org/10.11353/sesj.30.346]. 

33. Yamamoto, Y. and Matsumoto, K.* (2017) Choice of Contraceptive Methods by Women's Status: Evidence 
from Large-scale Microdata in Nepal. Sexual and Reproductive Healthcare 14, 48-54 
[doi.org/10.1016/j.srhc.2017.09.005]. 

34. Matsumoto, K., Morita, K., Mavrakis, D. and Konidari, P. (2017) Evaluating Japanese Policy Instruments 
for the Promotion of Renewable Energy Sources. International Journal of Green Energy 14(8), 724-736 
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新聞記事 
1. 長崎新聞朝刊社会 1 面 25 ページ（2020 年 11 月 10 日）温暖化への姿勢 歓迎． 
2. 朝日新聞（大阪）朝刊生活 1 面 19 ページ（2004 年 12 月 21 日）震災の教訓、世界に（忘れない 

阪神大震災から１０年）. 
3. 神戸新聞朝刊 10 面（2004 年 12 月 26 日）大震災検証の報告書英訳. 
4. 読売新聞（大阪）朝刊神戸 31 面（2007 年 11 月 14 日）日米加の学生、神大会館で環境討論 ７

人がパネリスト参加. 
 
総説・解説 
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